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論文審査の結果の要旨 

 

 井口容子氏の博士論文『中動態としてのフランス語代名動詞 ― 再帰・自発・受動 ―』は、フランス語の代名

動詞という長年議論されてきた言語現象を、意味論・統語論・類型論の観点から総合的に再検討し、「再帰」から

「自発」、さらに「受動」へと至る機能拡張の過程を理論的に位置づけた大規模な研究である。本論文は、個別言

語の詳細な記述にとどまらず、一般言語学的課題にも直接関与するものであり、現代言語学における中動態研究お

よび反使役研究に対して重要な貢献をなしている。 

 

 本論文は三部構成をとる。 

第1部「再帰と中動」では、まず第1章においてフランス語代名動詞の諸用法をKemmer（1993）の枠組みに基づいて

体系的に整理し、伝統文法における分類との対応関係を明確にしている。この章は、既存の記述を単に紹介するの

ではなく、再帰構文の意味機能を連続体として捉える視点を提示し、本論文全体の理論的基盤を与えるものであ

る。第2章では、「再帰」から「身体動作の中動」を経て「自発」、さらに「受動」へと至る再帰標識の機能拡張

の過程を、Kemmer（1993）および柴谷（1997）を中心とする先行研究を精査しながら再構成している。この議論

は、形式と意味の対応関係を歴史的・類型論的観点から捉え直すものであり、フランス語における再帰標識の位置

づけをより広い言語類型の中に置く試みとして評価できる。第3章および第4章では、従来「受動的代名動詞のアス

ペクト制約違反」とされてきた事例を詳細に検討し、それらが「自発」と「受動」の境界領域に位置する現象であ

ることを示している。ここでは実例に基づく緻密な分析が行われており、理論的仮説を実証的に支える重要な章と

なっている。 

 

 第2部「フランス語における使役交替と非対格性」では、反使役構文の形態的実現と意味構造の関係を多角的に

分析している。第6章では、「外因性／内因性」および「完了性／未完了性」という二要因が非対格性と密接に関

係することを論じ、非再帰形態をとる反使役動詞が相対的に低い非対格性を示すという仮説を提示している。さら

に程度到達動詞に焦点を当て、語彙意味論的枠組みによる精緻な分析を行う点は、本研究の独創性を示す部分であ

る。第7章では生成文法のミニマリスト・プログラムに基づくDoron & Labelle（2011）の分析を取り上げ、統語的

説明の利点と限界を冷静に評価している。第8章ではMartin & Schäfer（2014）の主張を再検討し、「内的原因」

という概念の再細分化を提案することで、従来否定されてきた形態と意味の対応関係を再評価している。第9章で

は様態・結果相補性仮説（Rappaport Hovav & Levin 2010）を参照しつつ、反使役構文の意味構造をさらに理論的

に深化させている。第10章ではこれらの議論を統合し、「再帰―自発―受動」という拡張の流れを理論的に再整理

することで、本論文全体の中心的主張を明確化している。 

 

 第3部「受動的代名動詞と総称性」では、受動的代名動詞を「中間構文型」と「未完了受動型」に区分し、それ

ぞれの意味的・語用論的特徴を詳細に検討している。ロマンス諸語およびスラヴ諸語との比較は、フランス語の個

別現象を言語類型論的視点から捉える重要な試みである。第12章以降では、「総称性」「叙述の類型」「事象の複

数性」「モダリティ」といった理論概念を導入し、受動的代名動詞の意味構造を多面的に解明している。特に第14



 

章における叙述類型の分析は、統語論と意味論を架橋する試みとして高く評価できる。第16章から第18章では非対

格性の問題を再検討し、英語との対照を通じてフランス語中間構文の統語的性質を明確にしている。終盤の章では

中間構文の意味論的分析を再評価し、形式意味論的手法による記述を試みている。終章ではこれまでの議論を総括

するとともに、今後の研究課題が提示される。 

 本論文の最大の成果は、フランス語代名動詞を単なる文法項目としてではなく、意味拡張の連続体として捉え、

その背後にある普遍的原理を明らかにしようとした点にある。筆者は30年以上にわたる研究成果を統合し、フラン

ス語のみならずスペイン語、イタリア語、ポーランド語などとの比較を通して、一般言語学的視野から問題を再構

築している。このような包括的研究は国内外を見渡しても稀であり、専門分野に対する学術的貢献はきわめて大き

い。  

 

 一方で、本論文は個別に発表された研究を基礎として構成されているため、全体の理論的枠組みにおいてなお整

理の余地が残されている。特に「自発」と「反使役」の用語運用や、「中動態」「中間構文」「非対格性」といっ

た主要概念の定義については、さらなる明確化が望まれる。しかしながら、これらの課題は本研究の本質的価値を

損なうものではなく、むしろ今後の理論的発展に向けた建設的課題と評価できる。 

 以上を総合的に判断すると、本論文はフランス語代名動詞研究の新たな基盤を築くものであり、意味論・統語論

・類型論を横断する重要な学術的成果である。よって本論文は博士（言語文化学）の学位論文として十分な価値を

有するものと認められる。 

  
 

 

 

 

 


